フレンドシップ研修会：総論の部
第1章：フレンドシップの歴史と理論
この章は、
信州大学教育学部附属教育実践総合センター紀要『教育実践研究』No．4　2003

＜実践報告＞「信大YOU遊サタデー」の実践による学生の経験幅の拡大

―信州大学教育学部における体験的カリキュラムの創設の効果―

＜著者＞　那須良寛、土井進、谷塚光典
を要約したものである。
1994年「信大YOU遊サタデー」開設：　土井進氏が中心
信州大学教育学部で、「子ども達に関わる実践の場」として

1997年文部省

「教員養成学部フレンドシップ事業」政策化：
「学生が種々の体験活動等を通して，
子ども達とふれあい，
子どもの気持ちや行動を理解し，
実践的指導力の基礎を身につける」

「信大YOU遊サタデー」での体験

座学中心の授業科目のみでは
容易に身につけられない
・教材研究力
・企画・運営力
・子ども理解力
・コミュニケーション能力
等の実践的指導力の基礎を培い，
教師の道へ踏み出す第一歩に大きくはずみをもたらす活動である
「経験幅の拡大」の定義

「体験とは，活動を通して学生が得た主観的な事実や意識である．それらの体験をより客観的に整理し昇華することによって，経験となる．経験が積み重なり，教師として，人間としての様々な力が備わり活用できるようになっていくこと」を，「経験幅の拡大」という。

これは次の３つにつながる種々の力の養成である。

　１．子どもに寄り添う「人間力」

　２．子どもの学びを引き出す「教材開発力」

　３．子どもと教材を結んで学びを成立させる「授業組織力」

フレンドシップ活動を通して学びうる実践的指導力

・教科の指導内容に即した教材研究や授業づくりなどの教科指導力

・多様化する子どもに対応できる指導力や受容できる人間的幅

・教科指導や学校行事等に額に汗して取り組む実践的態度

・生活科や総合的学習、教科学習等を構想できる実践的な経験

・人間的な優しさや温かさ、心の豊かさ

・行事等を企画し、準備し、運営する経験に裏付けされた実践力

・他者との交流を深めることができるコミュニケーション能力

・周囲をまとめて、導いていくリーダーシップ
第2章　岐阜聖徳学園大学フレンドシップ事業
[小史]　 岐阜聖徳学園大学教育実践科学研究センターでは、2002年度に（教員志望の学内有志学生を集め）フレンドシップ活動「それいけ！ぐんぐん隊」を開始、2005年度後期に文部科学省教員養成Good Practiceに（本学教育学部の実践的教員養成プログラムである）「クリスタルプラン」が採択され、その一部分として2006年度から「フレンドシップ活動Ｉ・ＩＩ・ＩＩＩ・ＩＶ」として学年ごとにグレード化し、教育学部選択科目とされる。また、2011年度（2012年3月）と2015年度（2016年2月）には、毎年1回全国のフレンドシップ事業を実施している教員養成学部の学生達が一同に会し研修する活動である「全国フレンドシップ活動」（略称：全フレ）の第12回と第16回のホスト校を、岐阜聖徳学園大学がつとめた。2020年度から、主管が教育実践科学研究センターから教育学部教育実習委員会に移った。
本学のフレンドシップ活動は、同じ児童が全7回継続する、つまり集団作りの活動という特性がある。
教育学部
フレンドシップ活動「それいけ！ぐんぐん隊！」

教育学部共通科目教育体験科目（「クリスタルプラン」子ども理解科目群）：

「フレンドシップI・II・III・IV」
（１）趣旨：

フレンドシップ活動は、教職を目指す学生たちが、近隣の児童たちに、稲作・畑作・レクリエーション・サイエンス・クラフトなどの体験的活動を提供する中で、企画力・運営力・人間関係力（学生対児童、学生間、児童間）を高め、教師としての指導力につなげていく事を目的としています。

また、子どもを託す保護者の想いも理解します。

　学生の効用

：自分らで企画運営して「つくる」ことで、より「わかる」。

　　　：子供と素で触れ合い、子供の反応を感じ、子供を理解した上での行動力が育つ。

    　：子どもを託す保護者の想い（保護者対応）

子供の効用

：通常の学校での45分の授業の枠を超えた、農業・レクリエーション・理科（科学）工作（芸術）などの体験的プログラムの提供。

　　　：人間関係能力の涵養（いつもの学級・通学路とは異なるシャッフルされた環境で。）

毎回の準備のサイクル
　４週間前：前回の活動の反省

３週間前：見たい子どもの姿決定

３～２週間前・企画立案

１週間前：制作

4年間のサイクル
第１ステージ＝フレンドシップI：　Try（挑戦）
第２ステージ＝フレンドシップII：　Communication（個人から集団へ視野を拡げる）
第３ステージ＝フレンドシップIII：　Program Leader（活動企画の中核を担う）
第４ステージ＝フレンドシップIV：　Management Leader（活動全体の運営を俯瞰し

後進を育てる）
・企画はＷＧで!! 安全の最終保障は活動班で！！

　班員は目の前の子と班全体の子を見るべき。班のお約束で、班をまとめる。
・「何故やるか＋何やるか」の意識
・レジュメ＝指導略案（学校の学習段階を知っておく事）！！！
ねらい・持ち物・集合体系・活動内容・支援学生の留意点
・レジュメは、シミュレーションしながら熟読を（レジュメの内容は、コース毎の、共通認識とする）。

・「説得力を、物で出すな、活動で出せ！　目標は、金で買わず、創意工夫と人間関係力で買え！」・・・（（補足）段ボール細工の良さ・・・子供目線）
・人、施設、物品の原状回復
・芋蔓的思考法を！！（何をするには何が必要で...）・・・スモールステップを皆覚えるだけではしんどい。
体験活動の基本 ＝ PROTECT（保護） + PROVIDE（提供） + PARTICIPATE（参加）
　　　　　　　　⇒PLAY（遊ぶ）

　動線を押さえる（PROTECT）＋子供には遊ぶ（PLAY）権利がある（子どもの権利条約）
・最も手短に言うと：　Cool Brain and Hot Heart！
（２）学習指導

・[教材研究の重要性]　農業の教科的部分（サツマイモの原産地・芋の苗を横に植える理由）。自然と触れ合うだけでなく、知的深さを。子どもの想像の一歩先の活動を。

・・・実行と学びのある農業・サイエンス・クラフト体験！！！

脱穀・籾摺り・精米の研究。籾摺りでは、収穫し乾燥させた稲でないと、玄米がうまく剥がれないよ。玄米と白米の学習。
・子ども対象の実験でも、メイキングはしない（不都合な実験結果自体は受け入る。初期条件を固めなおし追試したり、他の班の結果はどうか参照したりする。）。
・人的資源活用（理科、体育レクリエーション、クラフト、情報：　オフィス・アワーなどで専門の教職員に相談しよう）
・子ども等に、自分で安全護る習慣をつける・・・皆でハサミ、カッターを数える。

・子どもハサミ講座（クラフト）!!!・・・子ども自身に講座で安全性を意識させる。
（３）集合隊形

・人が前に立ったら話を聴く・学生児童分離・適宜支援・エクササイズ

・場を読むのが不得意な子には、事前にこういう場だよと、見通しを与える。
・ワーキングメモリー（3つまで）：Global（集合隊形で総論３つ）＋Local（班で各論）
・寸劇に弁士を入れると分かり易くなるよ(言語化)。
・子どもへの指示は、子供を座らせて行うと良い。
（４）子ども指導

・飽きてしまった子・原理が分かっちゃった子の対策

・活動から落ちた子へのフォロー（また、動静動で発散させる事も重要）

・動と静のバランス：一日の流れでは、動静のバランスを考慮する。

・多種多様の課題で、活動から落ち続ける子どもを抑止。
・場の意識を作る：作業中に負ぶさる子etc…
・子どもに、時間把握させる。
・班長さんは、子ども１人について１つエピソードを憶えておくと引き渡しの時、良いよ。
（５）幹部・執行部

・幹部・WG執行部は、車座になり個々の子どもとコミュニケーションを取る時間は長くないが、幹部は子ども全体を外側から守りつつ分析的に見る力、WG執行部は企画したプログラムが如何に子どもの活動に反映されたかを検証する力が出来る。

・WG執行部リーダーは、それぞれの企画本番で、全体を鳥瞰する。
（６）忘れ物：低学年の子は自分の持ってきた物すら覚えていないよ。

・体育館シューズは、忘れ物になると、小学校の授業に差し支えるので、置き忘れ・取り違いがないか、再度、確認を入れること。

（７）盗難：　準備日・当日にかかわらず、活動場所を移動するときは、荷物を放置しない。
（８）子どもの引渡し：　引渡し時の確認徹底（保護者に一日の子どもの様子を御話する）
Friendship　=　友情
第3章　「安全メモ」から
（１）班で

・・・安全の基本は活動班！：班長が常に班の児童の所在を補足しておく。班員・学生も、児童の単独行動に気をつける。

・・・障碍のある児童には、目をかける学生だけでなく、班でも認識。
（２）企画・準備
・・・食物アレルギー・発達障碍・熱中症・癲癇・感染症（インフル・コロナ）：
・・・5大安全留意事項
・・・I 安全性の高い方法を最優先で選ぶ。
・・・II事前に、プログラムを、実際にやってみる！事で、児童の流れを予測する。・・・実践的シミュレート（お米・畑系の予行演習はみな参加する事（特に1年生））
・・・III徹底的な事前ディスカッションで危険を事前に潰す。（最悪の状況で考えてみる。）
・・・レジュメでは、危険事項・器具の使い方は、セイフティネットとして、しっかり示す（準備に参加できない学生への考慮）。しっかりレジュメを読む！

・・・酷暑プランを考える（33度以上）＋熱中症対策
・・・家に持ち帰らせるものの安全性（物理的＋衛生的）

・・・個人情報の管理
・・・最終リハーサル時、活動場所の安全最終チェック（整理整頓も）。

・・・器具の使い方を理解し、また安全性の確保できる服装を考える。（ツメ短・ピアス外す・長髪束ね）

・・・[理科、体育レクリエーション、クラフト、食の安全]：オフィス・アワーなどで専門の教職員に相談し
・・・子どもの未来を見据えた指導を！（予見される子供の行動の防止：火遊びを保護者外出時の家で行わない様、同じ遊びを池や川でやらない様）よう！！
（３）当日

・・・・・・朝の健康状況確認
・・・安全に関わる事は、ためらわずに注意する勇気を持とう！！
・・・子どもには、集合隊形時に、注意事項など話を良く聞かす。

・・・怪我防止に、学生は、盛り上げるだけでなく、クールダウンも。

・・・児童間の立ち位置の調整を考えないと怪我に繋がる。
・・・頭を打たない様に注意する・・・子どもの姿勢、支える学生
・・・子ども等に、自分らで安全護る習慣をつける。
・・・外側に立ち鳥瞰する学生が必要。

・・・活動から落ちた子へのフォローを通して、問題行動の予防をする。（また、動静動で発散させる事も重要）
・・・不審者対策の徹底。
・・・怪我の状況は克明にメモを取り保護者に伝える！
（４）食

・・・食中毒対策：細菌の動きを想像・意識・トレースする！！（落ちたものを拾った手で調理しない）。：細菌は、着けない＋増やさない＋殺す（三原則！！）。

・・・食物アレルギー（特定原材料）対策
　　　か・ら・だ・に・こ・え・ぞ！
